
平成２６年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取り組
みの課題

旅行商品コンテストで造成したツアー
をどう商品化に結びつけるか

④今後の
改善計画

旅行会社等への着地型旅行商品の売り
込み（モニターツアーなど）を積極的
に行い、商品化に繋げる。

①今年度
(H2６)の
改善計画

②今年度
(H2６)に
実施した
取り組み

参加団体との交流を図り、相互活用す
ることにより、流山市の観光を内外に
アピールする

・旅行商品コンテストに参加

Ｂ　達成できなかった

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅰ　拡　　　充　（事業を拡大して継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

近隣の自治体や観光関連企業との連携を図ることがで
きる。

Ｂ　必要性は変わら
ない

Ｄ　国・県・広域自
治体で担うべき

有効性

0.04

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成2６年度

287,120 279,480 276,371

0.04

10,000

10,000 10,000 10,000

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

297,120 289,480 286,371

千葉県全体として入込客数が徐々に増
加してきている。しかし、房総方面が
主であり、東葛方面においても、県民
の日東葛まち歩きツアーなどの実施な
どにより入込客数が増えるようＰＲを
実施中。

平成2４年度 平成2５年度

10,000 10,000

0.04

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

ベイエリア・東葛飾地域
における観光入込客数

51,677 56,135 58,044 人 ↗↗↗ 実績

名　　称 平成2４年度 平成2５年度 平成2６年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

商工団体、観光関連団
体、
市民（市内外）

意図
事業
目的

54

対象

「観光立県」ちば推進ビジョン」のもとに、観光に関わる事業者や商工団体、ＮＰＯ、行政
等が協働して持てる人材や資源を効果的に利活用して、千葉県の有する多様な魅力を全国に
向けて広報宣伝し、千葉県観光のイメージの向上を図るとともに、より多くの観光客の誘致
を実現していくことにより、観光産業の振興と各地域の活性化を図る。

平成19年9月20日に「ちばプロモーション協議会」が設立され、平成19年から21年度の３か
年、集中的に全県的プロモーションを行ない観光客の誘引に取り組んできたが、さらなる観
光客誘引を目的とし、平成24年までの延長が決まった。さらに24年度総会において、事業期
間を平成28年3月31日までの延長が承認された。

全県的な誘客促進に取組み、流山市への来訪を促進する

主管課長金子　孝行特色ある観光の育成と創設

会計 小事大事

01

目項

07 01 03 01
事業名

政　策
施　策

05

5-5

ちばプロモーション協議会支援事業

５節　賑わいと活気に満ちた流山（産業の振興） 主管課 商工課

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③

④

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)


